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今月の市復扇土曜Mf宇目

M目 18回

市震の示ごe刷局1刷，.

聞;?ι?11::?1
岡 山町

ニ0-"- 2.3
12月4-10日陰人織遇随一-4-5

.置自.. 象情夜""51隼 6・7
みん怒のベーフ←-8.9
奈良大澗路キャンベン

イベントガイド 10 . 11 

お銅色匂 12-15 

シリズ寮良の四寧2・16 
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東大寺サミット.，

大仏さんの縁で初のサミット

第10回市文化祭

多彩に“文化・芸術の秋"
10111511かりの約"月間史崎文化セァ

ター制 'ul.:1P!!咽制F省文化祭治聞かれ

歌鴛伎をはじめ "勺 チ~""ー すーゲヌ
円のヨンザ←ト 柑 .倒的「八臨鍛J
fU:、多をな催しに多《の市民.・加 ‘文

化 2衡の歓を業しみましれ .

東大判明間仏闘にかかわ吟た

市町村の嶋崎産振興と飢互交旋について訴し合

叩 『…かかわ令市 刑 判 ヲ

ト閣制φa什 '91l.Jb'、"月1聞か旬

27Bl底で、師公会盆."で聞かれました.

今回守、ット記谷加したの" 家良l析を"

じめ山口闘の小o即日畑山相村.

初日 1~ <t i 7 ~会議哨かれ肺町村長

がきらの歴史や現状 将来の.色づくめにつ

Lτ側告縫いで爾附;!lN;の閉会で東大

丸ヤとのかかわ均金A後どのように怠ちづ〈り
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りのため、人 もの、情細の交施を諌めるj

山。け宣言明し咽開酬を

山口'慢の 1市3町がするこ企を決めま Lた.

"日に" シン'";.! .，ムr.uムさんをつく

る」が.たlsnかり""'でM巨大村叫

阻包で写奥田提 東大、う趨立のゆかりの地が開

値されまし 1:.

Eじ
み
の

E
tンパ
ー

が

2
2
1
2ト

3

・

喝
迫
力
動
員
事

E
e

--aし
た

市内に崎 ある 隣同 でII!l l~輔副酬

に刷、文醐"聞かれま lt:.

字符‘'鴎aで4そeれぞれ. マ号を"決Rめ この i霊写手め学

習酔の醐4や長bいFバ叫e吋4牟Bル帥や刊作品岨品掴雌示 ず刊ども"ちの人

剛え匂4どで叫斑凱、 酬副酬4特相山を剖印l隠"凶め，あ島
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西安市友好代表団

奈良のまちを熱心に参観

.t.l<li<T.IA;:鰐.同町中酒田・酎安.か明、.・4
a・，Ii長.掴.とする.l<1Hて3質問.o<lI!ULfL
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れか切の両市の受諸について歯Lのい "
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Sた 事峨曾胞や東)，;~. ~医師身、府側8・

'"どを.学L、文化財の傑作傑.のよう
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盆・復賃金

おしどり夫婦163組を招待
今年縮問叫込山ごえ舗を叫

いする輔縦覧会が1111311.11，酬で繍か

れ重した.

帽"、.平時抑制州知16l1'にM
IUn. 蛾々の，労.九 I~'L 11てこ切れた

'M組のご夫毎が...悦僧値「野守H 術

陣."で秋の自のー時をヨ院しみ2・した.
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ボランティア大会

これがらのボランティアを害える

惨こ008...望R・E・えられ
，ヒ畑 書記 刊 厩巴さ
んご.・.固さんご央・-"'T-.に入力

411' ""'.T<T.I繍怖をもー，と多'0人に.

山 G.llJI5日一…4
'^会が聞かれfLt.: . 

. 会にU 日ごろ，jI， ".，. . T if，・H で

いる人i>4II，"'.，..TI::関心叫品目

醐 川相 '酬の高1L1'lt.:b-l. ;'! '" t) 

「剛り白い吋崎健.攻めてJと・した.網ゃ

飽食.，.人陣嘗省のために.勺れた 8・
吋叶.付い摘の~.日ドシ・一

信ど.. ・してLれかりのポラ〆"アめあり

Jiについて~Af Lた.
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